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留学生の日本語への期待度

---全国中学生の意識調査---

                                                 東京外国語大学       井上　史雄

　

１．調査概要 　

　中学校経由で全国の二世代のデータを集

める調査が、このほど完了した。このうち、

ことばの使用意識に関して、留学生が使う

ことばとして適切かどうかという質問も入

れた。以下ではその項目を扱う。

　この調査では、カセットテープを中学校

に送って、教室で再生しながら調査してい

ただくという手法をとった。音声（の認知）

について全国から貴重な資料が得られた。

ほかに語彙や文法の項目も入れた。平成

5(1993)年度から４年かかり、1996 年末に

調査予定を達成できた。各都道府県の県庁

所在地と町村（郡）部から１校ずつに依頼

することにした。一部の県からは、２校以

上の協力が得られたので、計１０２校から

のデータが入手できた。これまでにいくつ

かの項目は途中段階で随時発表した（末尾

に示す）。

　この稿で扱う意識項目は、６問である。

以下に各図ごとに質問文を掲げ、結果を概

説する。

　２．調査結果 　

　最初の３問は、いわゆる「尻上がり」イ

ントネーションについてのもので、「ソレ

デェ」「アタシガア」などの典型的発話を

テープで聞かせての反応を記入する項目で

ある。

　図１．81.（このイントネーションを）

友達と話すときに使ったり聞いたりするこ

とはありますか。

    １.自分で使う

　　２.クラスに使う人がいる

　　３.クラスにはいないが、この地方の

　　　若い人が使うのを聞いたことがある

　　４.テレビやラジオできくだけ

　　５.わからない

  従来の研究によると、このイントネーシ

ョンを自分で使うのに意識していない場合

もある。この種の調査法の信頼度を検証す

べきで、現に全体として「わからない」が

多い。ただ「自分で使う」「クラスに使う

人がいる」もかなり多い。しかも地域差が

あり、首都圏や東海地方に目立つ。ちゃん

と聞き取って意識化できた生徒たちがいた

のだろう。首都圏から都市部への伝播の可

能性がある。「ここで聞く」「テレビやラジ

オできくだけ」は、そう多くない。身近な

範囲での言語経験が反映されるようである。

　図２．82. 日本語を習っている留学生が

使ったらどんな感じがしますか。

１.使ってもかまわない

２.若い女性なら使ってよい

３.ふさわしくない

４.わからない

　この項目では、このイントネーションを

「留学生が使ってもかまわない」とする中

学生が多い。次に「ふさわしくない」が来

る。「若い女性なら使ってよい」は少ない。

意見が半分に分かれるわけである。以下の









個々の単語や文法についての反応に比べる

と、この新現象については、中学生の許容

度が高い。実際によく使う留学生がいるこ

とと、関連があるだろう。

　図３．83. ＮＨＫのアナウンサーが使っ

たらどんな感じがしますか。

１.使ってもかまわない

２.若い女性なら使ってよい

３.ふさわしくない

４.わからない

　図２にひきかえ、ＮＨＫのアナウンサー

に対象を変えると、「ふさわしくない」が

圧倒的になる。中学生は世論調査による国

民全体と同様の意識傾向を示し、アナウン

サーに対し、正しい、美しい日本語の使い

手を期待するようである。

　図４以下は、調査票の各項目分類の末尾

にまとめ的に置かれた項目である。

　図４．901. 日本語を勉強している留学

生が、上のような各地の方言を学ぶことに

ついて、どう思いますか。

１. 標準語と同じ程度に、地元の方言

を使える方がいい

２. 地元の人と話すときに必要な程度

に、方言を使える方がいい

３. 使う必要はないが、地元の人と話

すときに必要な程度に、意味は理

解すべきだ

４. 外国人は正しい標準語が分かれば

十分で、方言は理解できなくても

よい

　図４では、留学生と方言の関係を扱って

いる。近年各地で留学生への生活語・地域

語教育の必要性調査や、実施の試みがある。

中学生の意見は割れている。多いのは「使

う必要はないが、地元の人と話すときに必

要な程度に、意味は理解すべきだ」である。

次は「地元の人と話すときに必要な程度に、

方言を使える方がいい」で、「標準語と同

じ程度に、地元の方言を使える方がいい」

という過激な意見は多くない。「分かれば

いい」とするのは、一般市民の意見と同様

の傾向である。近畿や東北と首都圏で意見

が違うことが期待されるが、この図では意

味のある地域差は見いだしにくい。

　図５．902. 日本語を勉強している留学

生が、上のような若者特有のことばを使う

ことについて、

１. 若い留学生ならいつも使ってい

い

２. 日本人の友達と話すときなら使

っていい

３. 使うのはよくないが、意味は理

解すべきだ

４. 外国人は正しい標準語だけを使

う　べきで、若者ことばは知る必

要がない

　図５の若者ことばについては、「無回

答」が多い。回答者の中では、「２.日本人

の友達と話すときなら使っていい」が多い。

ほかの選択肢はそう多くない。調査票の具

体的項目は、チャリンコ、オモロイ、マッ

ク、チョーなどの例を尋ねている。中学生

は留学生に、日本人と同じような言語（使

い分け）能力を求めてはいないようである。

　図６．903. 日本語を勉強している留学

生と話すときに、日本人が上のような外来

語を使うことについて、どう思いますか。

１. 日本人が外来語を使う方が、外国

人には通じるはずだ

２. 日本語の中に入り込んで安定した

外来語なら使っていい

３. 外来語は外国人にはかえって分か

りにくいので、日本語（和語漢語）

を使う方がいい

　外来語については、「日本語の中に入り

込んで安定した外来語なら使っていい」と

いうおだやかな意見が圧倒的である。「日

本人が外来語を使う方が、外国人には通じ

るはずだ」という意見はそう支持が厚くな

い。「外来語は外国人にはかえって分かり

にくいので、日本語（和語漢語）を使う方

がいい」というのは、日本語教育経験者の

意見だが、支持は少ない。フォリナートー



クとして、アジア・漢字圏の人にさえも英

語を使いたがる日本人が観察されているが、

その背景が、以上の意識調査からも読み取

れた。

　なお県ごとの差、日本全体の地域差にあ

たるものは、以上の図からは読みとりにく

い。いずれ、他の項目と関連づけて考察さ

れるべきだろう。

　３．結論 　

　まだ言語経験が不十分な中学生への調査

であるが、従来の関連調査と照合して矛盾

しない結果が得られた。最近方言意識につ

いての全国的調査も行われており、ここで

の項目についても地域差が出ることを期待

したが、いわゆる「尻上がり」イントネー

ションを別にすれば、意味のある地域差が

読み取れなかった。県庁所在地と町村部の

差が出るか、生徒の言語行動との関連があ

るかなど、今後の分析の課題となる。
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